
を
課
目
に

加
え
、

天
皇
の

盛
徳
を
知
ら
し
め
、

忠
君
の

心
を
深
か
ら
し
め
る
こ

と
を
特
色
と
し
て
い

る
。

一

九
一

〇
年
に

大
逆
事
件
が
お
こ

る
と
県

下
に

も
「
今
回
ノ

大
逆
事
件
ニ

付
テ
講
演
論
議
ス

ル

カ
如
キ
ハ

一

切
之
ヲ

避
ケ
シ

メ

尚
開
催
ノ

際
ハ

必
学
校
長
又
ハ

教
員
に

於
テ
臨
席
監
督
シ

若
シ

論
旨
不
穏
ニ

亙
ル

ト
認
ム

ル

場
合
ハ

臨
機
適
宜
ノ

措
置
」
を
講
ず
る
よ
う
に

と
の

通
達
が
出
た
（『
神
奈
川
県
教
育
史
資
料
編
』
四
巻
）。

ま
た
、

県
当
局

は
、

一

九
一

〇
年
の

訓
令
一

号
で

教
育
勅
語
に

基
づ
き
忠
君
愛
国
の

志
気
を
鼓
舞
せ
よ
と
命
じ
た
の

で
、

県
官
は
教
育
会
等
に

出
席
し
、

こ

れ
を
強

く
伝
達
し
て
い

る
。

さ
ら
に
、

一

九
一

二
年
の

視
学
会
議
に
お
い

て
、

こ

の

訓
令
一

号
の

う
ち
、

勅
語
の

貫
徹
に

つ

い

て
、

「
猶
ホ

遺
漏
ナ
キ
ヲ

保

セ

ズ
学
校
視
察
ノ

際
ハ

特
ニ

此
ノ

点
ニ

関
シ

テ
周
密
ナ
ル

調
査
ヲ

遂
ゲ
指
導
監
督
其
ノ

当
ヲ

得
ン

コ

ト
ヲ

望
ム

」（「
郡
市
視
学
並
教
官
主
任
会
」『
神
奈

川
県
教
育
会
雑
誌
』
六
号
）
と
指
示
し
た
。

二

　
初
等
教
育
の

普
及
と
教
育
費

就
学
率
の
向
上
対
策

就
学
児
童
数
と
就
学
率
は
、

一

八
九
六
年
以
降
は
、

と
も
に

毎
年
増
加
し
て
い

る
が
、

こ

の

点
で

明
治
前
期
の

教
育
情
況

と
は
事
情
が
変
わ
っ

た
。

前
期
の

学
齢
児
童
数
が
緩
慢
に

増
加
し
た
り
、

停
滞
し
た
り
し
た
の

に

対
し
、

後
期
の

就
学
児

童
数
は
一

貫
し
て

増
え
続
け
て
い

る
。

従
っ

て
、

第
十
八
表
の

よ
う
に

就
学
率
は
著
し
く
上
昇
し
た
の

で

あ
る
。

こ

の

よ
う
な
、

就
学
児
童
の

増
加
原
因
と
し
て
、

国
民

の

教
育
熱
の

向
上
の

ほ
か
、

政
府
や
県
の

就
学
督
促
を
あ

げ
る
こ

と
が
で

き
る
。

政
府
は
、

一

九
〇
〇
年
に
、

児
童

が
卒
業
す
る
ま
で

就
学
さ
せ
る
義
務
を
保
護
者
に

課
し
た

第18表　神奈川
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（「
小
学
校
令

」）。
二
年
後
に
、

県
は
、

学
齢
児
童
の

う
ち
事
故
病
気
で

登
校
で

き
な
か
っ

た
者
（
就
学
の

延
期
・

就
学
義
務
の

免
除
の

該
当
者

）
が
、

再

び
就
学
し
た
と
き
、

他
の

児
童
と
は
別
に

授
業
し
、

テ
ス

ト
の

上
、

学
力
に

適
す
る
学
年
に

編
入
す
る
特
典
を
与
え
た
（
訓
令
五
一

号

）。
一

九
〇
七

（
明
治
四
十

）
年
に

な
る
と
、

学
齢
簿
を
定
期
的
に

検
閲
し
た
上
、

就
学
を
奨
励
す
る
な
ど
の

規
程
を
制
定
し
た
。

こ

の

と
き
、

就
学
率
及
び
出
席
数

の

優
秀
な
学
校
を
表
彰
し
、

賞
金
を
与
え
る
と
い

う
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

発
足
時
は
一

校
（
賞
金
五
円
四
十
銭

）
で

あ
っ

た
が
、

次
年
度
は
四
校
が

該
当
し
た
。

こ

の

よ
う
な
施
策
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

就
学
率
は
全
国
平
均
を
こ

え
な
か
っ

た
の

で
、

県
知
事
は
、

一

九
一

〇
年
に
、

何
よ
り
も
ま
ず

全
員
就
学
に

む
け
努
力
せ
よ
と
強
調
し
た
（
訓
令
一

号
）。

こ

の

訓
令
に
よ
っ

て

県
は
、

低
所
得
層
の

子
ど
も
を
就
学
さ
せ
る
こ

と
に

重
点
を
お

き
、

各
町
村
に

学
童
保
護
議
会
を
設
け
さ
せ
、

貧
困
児
童
に

学
用
品
等
を
与
え
る
こ

と
と
し
た
。

ま
た
就
学
奨
励
規
程
を
作
り
就
学
成
績
の

優
良
な
町
村
、

学
校
を
表
彰
し
た
。

横
浜
市
で

は
、

一

九
一

一

（
明

治
四
十
四

）
年
に
、

就
学
で

き
な
い

低
所
得
層
の

児
童
の

た
め
に
、

六
つ

の

市
立
小
学
校
に

特
殊
夜
学
部
を
設
け
た
。

こ

れ
は
無
月
謝
の

上
、

教
科

書
、

学
用
品
な
ど
を
給
与
し
毎
晩
三
時
間
の

授
業
を
す
る
こ

と

と

し
、

対
象
児
童
を
、

四
学
年
終
了
者
で
、

且
つ

昼
間
に

就
学
で

き
ぬ

も
の

と
し

た
。

し
か
し
、

実
際
に

は
四
年
生
以
下
の

者
も
通
学
し
た
。

次
に
、

明
治
後
期
の

就
学
率
状
況
を
概
観
し
て

み
よ
う
。

全
国
平
均
に

比
し
高
か
っ

た
の

は
一

八
九
五
（
明
治
二

十
八

）
年
か
ら
一

八
九
九
（
明
治

三
十
二

）
年
ま
で
で
、

一

九
〇
〇
（
明
治
三
十
三

）
年
以
降
は
下
ま
わ
っ

た
。

前
章
で

述
べ

た
よ
う
に
、

こ

れ
は
県
全
体
の

経
済
の

好
・

不
況
が
影
響

し
て
い

る
ほ
か
、

横
浜
市
と
そ
の

周
辺
に

流
入
す
る
人
口

の

急
増
も
そ
の

原
因
と
な
っ

て
い

る
。

次
に
、

県
と
郡
・

市
の

就
学
率
を
比
較
す
る
と
明

治
後
期
を
通
じ
て
、

県
下
全
体
の

平
均
よ
り
下
ま
わ
っ

て
い

る
の

は
、

横
浜
市
と
久
良
岐
・

橘
樹
・

津
久
井
の

三
郡
で

あ
る
。

特
に

横
浜
市
は
一

九

〇
〇
年
か
ら
七
年
間
に

わ
た
る
落
ち
こ

み
が
著
し
い
。

ま
た
、

同
市
は
就
学
者
を
「
実
地
ニ

就
キ
調
査
シ

タ
ル

結
果
」、
一

九
〇
〇
年
五
八
㌫
、

一

九
〇
一

年
五
九
㌫
と
著
し
く
就
業
率
が
低
下
し
た
（『
横
浜
市
統
計
書
』）
。
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こ

れ
は
一

九
〇
〇
年
か
ら
の

第
三
次
経
済
パ

ニ

ッ

ク
、

流
入
す
る
低
所
得
層
増
加
な
ど
の

影
響
で

あ
る
。

な
お
、

県
平
均
よ
り
高
い

就
学
率
を
、

明
治
後
期
を
通
じ
て

維
持
し
た
の

は
、

足
柄
上
郡
・

足
柄
下
郡
・

三
浦
郡
で

あ
る
。

三
浦
郡
は
、

浦
賀
・

横
須
賀
な
ど
、

都
市
部
の

就
学
率
が
高
か

っ

た
。

こ

れ
は
三
郡
と
も
、

郡
役
所
、

教
育
会
の

適
当
な
誘
導
策
が
影
響
し
た
も
の

と
い

え
る
。

小
学
校
の
規
模
拡
大

従
来
四
か

年
で

あ
っ

た
義
務
教
育
は
、

一

九
〇
七（
明
治
四
十

）
年
か

ら
六
か
年
に

延
長
さ
れ
た
。

こ

れ
は
就
学
率
の

向
上

や
、

高
等
科
を
併
置
す
る
尋
常
小
学
校
の

普
及
な
ど
を
契
機
と
す
る
も
の

で

あ
っ

た
。

義
務
教
育
六
年
制
を
実
現
す
る
た

め
、

政
府
は
、

府
県
に
、

学
校
補
助
金
を
国
庫
と
同
額
支
出
せ
よ
、

施
設
を
質
素
に
せ
よ
と
命
じ
、

と
り
あ
え
ず
、

代
用
小
学
校
や
二
部
授
業
を
奨

励
し
た
。

県
も
年
限
延
長
を
実
現
す
べ

く
、

ま
ず
全
教
員
に

向
か
っ

て

「
設
備
其
他
に

関
し
単
に

自
己
の

理
想
に
の

み
よ
り
町
村
に

向
け
て

過
大
の

要
求
」（『
神
奈
川
県
教
育
会
雑
誌
』
四
二
号

）を
な
さ
な
い

よ
う
に

説
示
し
て
い

る
。

県
下
の

郡
・

市
も
年
限
延
長
に

対
し
、

積
極
的
に

協
調
し
た
。

ま
ず
、

延
長
に

見
合
う
学
力
を
教
員
に
つ

け
る
べ

く
、

一

九
〇
七
年
に
二
市
一

郡
、

一

九
〇
八
年
に

は
す
べ

て
の

郡
市
で

教
員
実
力
養
成
講
習
会

を
行
っ

た
し
、

そ
の

後
も
、

県
教
育
会
が
主
催
し
て

講
習
を
継
続
し
て
い

る
。

ま
た
、

施
設
設
備
の

面
で
、

愛
甲
郡
の
ご
と
く
、

他
の

教
育
施
設
の

設
立
を
抑
制
す
る
な
ど
、

設
置
者
負
担
を
極
力
軽
減
し
た
上
で
六
年
制
実
施
に

踏
み
切
っ

た
と
こ

ろ
も
あ
っ

た
。

こ

の

前
後
に
お

け
る
県
下
の

小
学
校
数
は
、

第
十
九
表
に

み

ら
れ
る
と
お
り
激
減
し
て
い

る
。

し
か
し
、

学
級
数
は
、

一

九

〇
一

年
に

千
七
百
三
十
三
、

一

九
〇
五
年
に

千
九
百
十
四
と
い

う
よ
う
に
、

大
幅
に

増
加
し
、

一

九
〇
七
年
に

は
二
千
を
突
破

し
、

一

九
一

一

年
に

は
二
千
五
百
九
十
に

達
し
た
。

市
町
村
の

就
学
児
童
が
増
え
る
に
つ

れ
、

学
校
規
模
も
大
き
く
な
っ

た
の

第19表　小学校数統計

『神奈川県統計書』から作成

©神奈川県立公文書館



で

あ
る
。

校
数
の

う
ち
、

尋
常
小
学
校
（
独
立
校

）
は
、

漸
減
し
て
い

く
が
、

尋
常
・

高
等
の

両
科
併
置
校
は
、

毎
年
著
し
く
増
加
す
る
。

特
に
、

義
務
教
育
を
六
年
に

延
長
し
た
の

ち
は
、

従
前
、

漸
増
傾
向
に

あ
っ

た
高
等
小
学
校
が
四
分
の
一

に

急
減
す
る
と
と
も
に

両
科
の

併
置
校
は
急
増
し

た
。

私
立
小
学
校
は
公
立
の

施
設
難
を
救
う
と
共
に
、

低
所
得
層
の

児
童
を
救
済
す
る
側
面
を
も
ち
、

横
浜
に

集
中
し
た
。

し
か
し
、

一

八
九
九
（
明

治
三
十
二

）
年
の

私
立
学
校
令
で
、

公
立
に

比
肩
し
得
る
「
代
用
小
学
校
」
以
外
の

学
校
は
廃
止
さ
れ
激
減
し
た
。

補
助
金
を
市
町
村
か
ら
受
け
て

経
営
し
た
代
用
小
学
校
も
、

一

九
〇
五
（
明
治
三
十
八

）
年
に

は
廃
止
さ
れ
、

前
表
の
ご
と
く
私
立
小
学
校
は
減
少
を
続
け
た
。

次
に
、

公
立
小
学
校
は
、

増
加
す
る
児
童
に

対
し
二
部
授
業
な
ど
不
正
常
授
業
で

対
処
し
て

お

り
、

校
舎
を
容
易
に
ふ
や
せ

な
か
っ

た
。

設
置
者

の

市
町
村
が
、

施
設
設
備
費
を
独
力
で

ま
か
な
う
べ

き
も
の

と
さ
れ
、

簡
単
に

は
新
増
築
の

財
源
を
捻
出
で

き
な
か
っ

た
か
ら
で

あ
る
。

そ
こ

で

政

府
は
「
教
育
基
金
令
」（
一

八
九
九
年
勅
令
）
を
つ

く
り
、

県
に

小
学
校
施
設
費
を
貸
し
付
け
る
制
度
を
設
け
さ
せ
、

施
設
拡
張
を
造
成
す
る
よ
う
に

な
っ

た
。

か
く
て
、

県
内
の

新
築
校
舎
は
一

九
〇
〇
年
三
十
、

一

九
〇
二
年
三
十
九
に
の

ぼ
り
、

以
後
、

漸
増
し
た
。

そ
の

後
の
一

九
〇
四
、

五
年

の

日
露
戦
争
、

一

九
〇
七
年
の

義
務
教
育
年
限
の

延
長
は
、

市
町
村
財
政
に

圧
迫
を
加
え
、

施
設
設
備
の

充
実
を
遅
ら
せ
て
い

る
。

教
育
費
負
担
の

増
大

県
下
の

各
市
町
村
財
政
を
、

そ
の

構
成
比
で

み
る
と
、

教
育
費
が
最
高
を
し
め
て
い

る
（
す
な
わ
ち
一

八
九
〇
年
代
で

は
平
均

二

九
・

三
〇

㌫
、

一

八
九
〇
年
代
で

は
二

〇
・

三
八

㌫
と
な
っ

て
い

た
）。

市
町
村
教
育
費
総
額
は
、

一

八
九
六
年
か

ら

著
し

く
増
加
し
て
い

る
が
、

こ

れ
は
日
露
戦
争
後
、

教
育
の

重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
か
ら
以
後
の

傾
向
で

あ
る
。

一

九
〇
七
年
以
降
は
、

修
業
年
限
六
か

年
実
施
の

た
め
、

教
員
給
与
費
は
支
出
増
加
し
、

総
額
が
百
万
円
に

近
づ
い

て
い

く
。

公
立
小
学
校
費
支
出
の

内
訳
を
、

お

も
な
費
目
の

構
成
比
で

み
る
と
、

一

八
九
〇
年
代
は
教
員
給
与
費
の

比
重
が
高
い
。

こ

れ
は
、

支
出
総
額
が

二
十
万
〜
四
十
万
円
で
、

規
模
が
小
さ
か
っ

た
か
ら
当
然
で

あ
ろ
う
。

例
年
一

貫
し
て

支
出
の

四
〇
㌫
以
上
を
占
め
た
給
与
費
は
、

市
町
村
財
政
の
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窮
乏
の

折
に
は
、

削
減
の

対
象
と
な
り
や
す
か
っ

た
。

た
だ
し
、

一

八
九
六
年
以
降
、

給
与
費
に

対
し
て

国
庫
補
助
が
あ
り
、

市
町
村
の

救
済
資
金

と
な
る
。

同
時
に
、

市
町
村
支
出
中
の

給
与
費
の

比
重
は
、

し
だ
い

に

低
下
し
て
い

る
。

第20表　市町村教育費の総額表
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し，町村費は臨時費・経常費の合計額である
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比
重
の

う
え
で

は
低
下
の

傾
向
に

あ
っ

た
給
与
費
は
、

実
額
で
は
、

二
十
万
円
台
（
一

八
九
八
年
〜
一

九
〇
一

年
）、

三
十
万
円
台
（
一

九
〇
二

年
〜
一

九
〇
六

年
）、

四
十
万
円
台
（
一

九
〇
七
年
〜
一

九
〇
九
年
）
と
上
昇
を
続
け
、

一

九
一

〇
（
明
治
四
十
三

）
年
に

は
五
十
万
円
を
突
破
し
た
も
の

の
、

現

第21表　公立小学校の支出構成比

『神奈川県統計書』から作成。ただし1904年分は欠
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場
の

教
員
の

平
均
月
給
額
を
、

尋
常
科
正
教
員
（
本
科
・

男
子
）
に
つ

い

て

み
る
と
、

年
次
的
に

上
昇

し
て
い

な
い
。

市
町
村
は
、

県
制
定
の

給
料
表
に

各
教
員
を
位
置
づ
け
る
場
合
、

こ

れ
を
裏
づ
け
る

財
源
に

不
安
が
あ
り
、

な
る
べ

く
下
限
に

近
く
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で

あ
る
。

こ

の

物
的
待
遇
に

反
発
し
て
、

教
員
の

団
体
は
、

し
ば
し
ば
、

給
与
負
担
区
分
の

変
更
を
決
議
し

た
。

例
え
ば
、

三
浦
郡
教
育
会
は
一

家
の

生
計
を
維
持
で

き
な
い

待
遇
だ
か
ら
、

小
学
校
教
員
の

俸

給
を
国
庫
支
弁
に

改
め
る
よ
う
其
の

筋
に

建
議
せ
よ
と
決
議
し
、

意
見
書
を
関
東
教
育
会
に

提
出
し

て
い

る
（『
神
奈
川
県
教
育
会
雑
誌
』
）。

な
お
、

施
設
関
係
の

経
費
は
（
グ
ラ
フ

で

は
営
繕
費
と
し
て
示
し
た

）
明
治
後
期
で

は
波
状
的
に

推
移
し
て
い

る
。

就
学
者
の

増
加
に

応
じ
ら
れ
な
か

っ

た
の

は
、

起
債
・

補
助
金
等
の

財
源
が
自
由
に

得
ら
れ
な
か
っ

た
た
め
で

あ
る
。

し
か
し
、

横
浜
・

横
須
賀
を
始
め
と
し
て
、

県
下
各
地
に

徐
々

に

施
設
の

完
備
し
た
学
校
が
出
現
し
て
い

っ

た
。

三

　
中
学
校
と
高
等
女
学
校

県
立
第
一

中

学
校
の
設
立

県
下
に

は
明
治
三
十
年
代
に
至
る
ま
で
、

県
立
の

中
等
学
校
（
お
よ
び
女
学
校
）
は
設
置
さ
れ
て

い

な
い
。

も
っ

と
も
一

八
七
八

（
明
治
十
一

）
年
、

横
浜
師
範
学
校
内
に

中
学
校
が
付
設
さ
れ
て
い

る
が
、

こ

れ
も
間
も
な
く
廃
止
さ
れ
た
。

県
立
中
学
校
の

設
置

は
、

県
会
に

お
い

て

も
、

し
ば
し
ば
提
案
さ
れ
た
も
の
の
、

経
費
節
減
の

方
針
に

よ
っ

て

実
現
に
至
ら
な
か
っ

た
。

一

八
八
六
（
明
治
十
九

）
年
の

「
中
学
校
令
」
に
お
い

て
、

尋
常
中
学
校
（
五
年
制
）
の

設
置
は
各
府
県
の

任
意
と
さ
れ

た
が
、

一

八
九
一

年
に

は

第22表　尋常小学校本科正

教員（男）の平均給

『神奈川県統計書』から作成
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改
正
さ
れ
、

各
府
県
に

お
い

て
一

校
を
設
置
す
べ

き
も
の
、

と
さ
れ
た
。

た
だ
し
文
部
大
臣
の

許
可
を
得
れ
ば
、

設
置
し
な
い

こ

と
も
で

き
る
。

そ
こ

で

県
は
、

一

八
九
二

年
三
月
の

臨
時
県
会
に

お
い

て
、

新
設
す
べ

き
尋
常
中
学
校
の

敷
地
に
つ

い

て

諮
問
し
た
。

と
こ

ろ
が
県
会
は
、

本
県

は
都
会（
東
京
）に
近
接
し
て
い

る
か
ら
、

中
学
校
を
設
立
す
る
必
要
は
な
い
、

と
答
申
し
た
。

知
事
は
、

そ
の

旨
を
文
部
省
に

届
け
出
た
が
、

直
ち

に

却
下
さ
れ
、

中
学
新
設
の

延
期
も
認
め
ら
れ
な
い

と
指
示
さ
れ
た
。

や
む
な
く
県
当
局
は
、

同
年
十
月
の

臨
時
県
会
に

再
び
中
学
校
新
設
予
算
を

提
出
し
た
。

し
か
し
、

県
会
は
地
方
財
政
の

窮
乏
、

県
民
の

通
学
に

至
便
な
敷
地
の

欠
如
な
ど
を
あ
げ
て

予
算
案
を
否
決
し
、

中
学
不
要
の

建
議
を

成
立
さ
せ

た
。

そ
し
て

県
会
の

代
表
は
文
部
省
に

出
頭
し
、

そ
の

趣
旨
を
説
明
し
た
。

文
部
省
は
、

神
奈
川
県
下
生
徒
の

通
学
し
て
い

る
東
京
の

私

立
中
学
の

多
く
が
、

内
容
貧
弱
で

身
を
修
め
学
を
成
就
す
る
こ

と
が
困
難
で

あ
る
と
し
、

ま
た
、

県
民
負
担
の

面
に

お
い

て

も
、

東
京
遊
学
費
よ
り

も
県
立
中
学
校
費
の

方
が
有
利
で

あ
る
な
ど
の

理
由
を
並
べ
、

神
奈
川
県
の

特
殊
事
情
を
認
め
な
か
っ

た
。

こ

の

旨
を
う
け
た
県
会
は
、

一

八
九
五
（
明
治
二

十
八

）
年
の

末
に

至
り
、

よ
う
や
く
中
学
校
新
設
費
を
可
決
し
、

敷
地
を
久
良
岐
郡
戸
太
町
（
現

在

横
浜
市
西
区

）
に

定
め
た
。

そ
し
て
一

八
九
七
年
二
月
に
、

神
奈
川
県
尋
常
中
学
校
の

設
置
を
告
示
し
、

三
月
、

そ
の

規
則
を
制
定
し
た
の

で

あ

っ

た
。

中
学
校
の

開
校
式
は
六
月
十
八
日
に

行
わ
れ
、

初
代
校
長
に

就
任
し
た
小
森
慶
助
は
「
武
相
ノ

地
…
…
万
国
通
商
ノ

中
心
ニ

シ

テ
国
家
ノ

重
鎮
タ

リ
…
…
其
責
任
ノ

重
且
ツ

大
ナ
ル

ヲ

思
ヒ

勇
往
邁
進
セ

ン

」（『
校
友
会
誌
』
二
三
号
）
と
演
説
し
て
い

る
。

学
科
課
程
は
、

文
部
省
令
に

よ
り
、

倫
理

（
の

ち
修
身
）
を
始
め
十
科
目
（
の

ち
十
一

科
目

）
を
設
け
、

兵
式
体
操
や
英
語
も
教
え
た
。

英
語
は
、

授
業
時
間
が
毎
週
七
時
間
も
あ
り
、

会
話
を

外
人
教
師
に

担
当
せ
し
め
た
の

が
特
色
で

あ
る
。

中
学
生
に

は
制
服
制
帽
が
定
め
ら
れ
た
。

帽
子
は
海
軍
型
、

帽
章
は
金
色
で

「
神
中
」
と
い

う
字
形
を
あ
ら
わ
し
た
。

よ
っ

て

県
立
中
学
校
は
、

こ

の

の

ち
「
神
中
」
と
略
称
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。

冬
服
は
ヘ

ル

地
、

夏
服
は
小
倉
織
、

胸
を
桜
模
様
の

金
ボ
タ
ン

で

留
め
た
。

ズ
ボ
ン

の

両
脇
に
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ポ
ケ
ッ

ト
を
つ

け
る
こ

と
は
禁
止
さ
れ
た
。

冬
季
に

は
外
套
の

着
用
も
認
め
ら
れ
た
が
、

え
り
巻
き
や
手

袋
の

使
用
は
許
さ
れ
な
か
っ

た
。

一

八
九
九
（
明
治
三
十
二

）
年
二
月
に

は
、

「
中
学
校
令
」
が

改
正
さ
れ
、

尋
常
中
学
校
は
単
に

中
学
校

と
称
す
る
よ
う
に

な
っ

た
。

よ
っ

て

本
校
も
「
神
奈
川
県
中
学
校
」
と
改
称
し
た
。

さ
ら
に

翌
一

九
〇
〇

年
四
月
に

は
「
神
奈
川
県
第
一

中
学
校
」
と
改
称
し
た
。

こ

の

ほ
か
に

県
立
中
学
校
が
設
立
さ
れ
た
た
め

で

あ
っ

た
。

神
中
の

第
二
代
校
長
に
は
、

一

八
九
九
年
六
月
に

木
村
築
四
郎
が
就
任
し
た
。

そ
れ
よ
り
木
村
は
、

一

九
二
二
（
大
正
十
一

）
年
十
二
月
に

退
職
す
る
ま
で
、

二
十
三
年
半
に

わ
た
っ

て

校
長
を
つ

と

め

る
。

神

奈
川
一

中
と
し
て

「
天
下
の

神
中
」
と
誇
る
校
風
を
築
き
あ
げ
た
の

が
、

こ

の

木
村
校
長
で

あ
っ

た
。

県
立
中
学
校
の
増
設

一

八
九
九
（
明
治
三
十
二

）
年
の

改
正
中
学
校
令
に

よ
れ
ば
、

各
府
県
は
「
土
地

ノ

情
況
ニ

応
シ
一

箇
以
上
ノ

中
学
校
ヲ

設
置
ス

ヘ

シ

」
と
規
定
さ
れ
た
。

中
学

校
の

増
設
を
推
進
し
よ
う
と
意
図
し
た
も
の

で

あ
っ

た
。

県
内
で

も
、

横
浜
市
に
県
立
中
学
校
が
設
置
さ
れ
て

以
来
、

各
地
か
ら
中
学
校
を
開
設
し

た
い

と
い

う
要
求
が
提
出
さ
れ
て
い

た
。

な
か
で

も
小
田
原
町
の

要
望
は
強
か
っ

た
。

小
田
原
は
古
い

城
下
町
で

あ
り
、

か
つ

て

は
足
柄
県
の

県
庁
所
在
地
で

あ
っ

た
。

早
く
か
ら
師
範
学
校
も
設
け
ら
れ
、

一

八
七
六
年
に

は
師
範
学

校
内
に

中
学
校
が
付
設
さ
れ
た
。

一

八
七
九
年
に

師
範
が
廃
止
さ
れ
る
と
、

六
郡
共
立
（
の

ち
五
郡
共
立

）
の

中
学
校
が
開
設
さ
れ
る
。

こ

の

中
学
校

が
一

八
八
四
年
に

休
業
し
た
後
、

一

八
八
六
年
に

は
小
田
原
英
語
学
校
が
開
設
さ
れ
た
が
、

資
金
難
の

た
め
一

八
八
七
年
に

は
廃
校
と
な
る
。

こ

の

よ
う
に

小
田
原
で

は
中
学
教
育
に

対
す
る
熱
意
は
高
か
っ

た
が
、

一

八
八
七
年
以
後
は
中
等
学
校
が
開
か
れ
て
い

な
い
。

小
田
原
町
で

は
県
立
中
学

神奈川県立第一中学校付属図書館全景　
平野不二男氏蔵
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校
の

設
置
を
熱
望
し
、

県
当
局
に

請
願
を
つ

づ
け
て
い

た
。

一

八
九
九
（
明
治
三
十
二

）
年
五
月
に

も
足
柄
下
郡
有
志
は
、

小
田
原
に

中
学
校
を
設
立

す
る

よ

う
、

県
に

建
議
書
を
提
出
す
る
。

こ

う
し
た
運

動
が
効
を
奏
し
、

県
立
第
二
中
学
校
は
小
田
原
に

設
置
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、

一

九
〇
〇
年
五
月
、

県
か
ら
告
示
さ
れ
た
。

第
二

中
学
校
の

開
校
は
一

九
〇
一

年
四
月
、

初
代
校
長
に

は
吉
田
庫
三
（
鳥
取
県
立
一

中
校
長
）
が
就
任
し
た
。

庫
三
は
吉
田
松
陰
の

甥
に

当
た
り
、

そ
の

家
の

相
続
者
で

あ
っ

て
、

質
実
剛
健
の

気
風
を
養
成
す
る
こ

と
に

努
め
た
。

な
お

第
二
中
学
校
の

帽
章
は
、

一

中
と
同
じ
く
「
神
中
」
で

あ
っ

た
。

さ
て

第
二
中
学
校
の

設
置
が
決
定
さ
れ
る
と
、

県
内
の

他
の

地
域
に

お
い

て

も
、

中
学
校
招
致
の

気
運
が
高
ま
る
。

一

八
九
九
年
以
後
、

県
会
は

第
三
中
学
建
設
を
議
題
に

し
て

再
三
開
か
れ
た
が
、

敷
地
の

決
定
を
め
ぐ
っ

て

流
会
を
重
ね
た
。

こ

れ
は
郡

部
出
身
議
員
の

中
学
新
設
主
張
論
者
の

間
で
、

敷
地
を
藤
沢
に

す
る
か
厚
木
付
近
に

す
る
か
の

問
題
で

分
裂

し
た
た
め
で

あ
る
。

し
か
し
、

厚
木
派
の

優
勢
の

う
ち
に
、

県
は
一

九
〇
〇
年
六
月
、

「
第
三
中
学
校
ヲ

高

座
郡
海
老
名
村
ニ

設
置
シ

明
治
三
十
五
年
四
月
ヨ

リ
開
校
ス

」
と
告
示
し
た
。

し
か
し
海
老
名
村
で

は
敷
地

の

確
保
が
困
難
と
な
り
、

か
つ

愛
甲
郡
教
育
会
の

運
動
も
あ
っ

て
、

一

九
〇
一

年
三
月
、

第
三
中
学
校
の

位

置
を
愛
甲
郡
南
毛
利
村
（
現
在

厚
木
市
）
に

変
更
し
た
。

こ

う
し
て

第
三
中
学
校
は
、

一

九
〇
二

年
四
月
、

厚
木
に

開
校
す
る
。

初
代
校
長
は
大
屋
八
十
八
郎
で

あ
っ

た
。

県
立
中
学
校
は
三
校
と
な
っ

た
が
、

な
お
他
府
県
に

く
ら
べ

る
と
、

そ
の

数
は
少
な
い
。

よ
っ

て
日
露
戦

争
の

後
、

一

九
〇
六
年
の

末
に
至
り
、

県
は
第
四
中
学
校
を
横
須
賀
に

新
設
す
る
た
め
の

予
算
案
を
、

県
会

に

提
出
し
た
。

こ

れ
に

対
し
、

財
政
上
の

理
由
か

ら
一

部
に

反
対
は
あ
っ

た
が
、

大
多
数
は
新
設
の

必
要
を

認
め
、

一

九
〇
七
年
八
月
「
県
立
第
四
中
学
校
ヲ

横
須
賀
市
公
郷
に

設
置
」
す
る
こ

と
を
告
示
し
た
。

第
四

神奈川県立第三中学校運動会　
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中
学
校
は
、

一

九
〇
八
年
四
月
に

開
校
し
た
。

初
代
校
長
に

迎
え
ら
れ
た
の

は
、

か
つ

て

第
二
中
学
校
長
を
つ

と
め
た
吉
田
庫
三
で

あ
っ

た
。

公
立
高
等
女

学
校
の
設
立

横
浜
に

は
明
治
初
期
か
ら
、

キ
リ
ス

ト
教
系
の

女
学
校
が
つ

ぎ
つ

ぎ
に

開
設
さ
れ
た
が
、

県
立
高
等
女
学
校
の

誕
生
は
遅
れ
た
。

横
浜
市
教
育
会
は
一

八
九
八
（
明
治
三
十
一

）
年
、

県
立
女
学
校
の

設
立
に

つ

い

て
、

市
長
な
ら
び
に
県
知
事
に

対
し
、

建
議
書

を
提
出
し
て
い

る
。

こ

の
と
き
は
県
会
の

承
認
を
得
ら
れ
な
か
っ

た
が
、

一

八
九
九
年
二
月
に

は
「
高
等
女
学
校
令
」
が
公
布
さ
れ
、

そ
の

設
置
が

各
府
県
に

義
務
づ
け
ら
れ
た
。

よ
っ

て

県
も
、

県
立
高
女
の

設
立
準
備
を
進
め
、

保
土
ヶ

谷
町
岡
野
新
田（
現
在

横
浜
市
西
区
）に
敷
地
を
選
定
し
た
。

こ

う
し
て

神
奈
川
県
立
高
等
女
学
校
は
一

九
〇
一

年
四
月
に

開
校
し
、

五
月
五
日
に

開
校
式
を
挙
行
し
た
。

初
代
校
長
に
は
新
原
俊
秀
（
愛
媛
県

師
範
学
校
長
）が
就
任
し
て
い

る
。

開
校
に

当
た
っ

て
県
は
「
神
奈
川
県
立
高
等
女
学
校
規
則
」
を
制
定
し
た
が
、

そ
の

第
一

条
に

は
「
本
校
ハ

女
子

ニ

高
等
普
通
教
育
ヲ

施
シ

以
テ
女
徳
ヲ

〓
養
シ

並

処
世
ニ

須
要
ナ
ル

智
識
技
能
ヲ

得
セ

シ

ム

ル

ヲ

以
テ
目
的
ト
ス

」
と
示
し
た
。

修
業
年
限
は
男

子
中
学
校
が
五
か

年
で

あ
る
の

に

対
し
、

本
科
四
か

年
、

補
習
科
一

か
年
、

技
芸
専
修
科
二
か

年
で

あ
っ

た
。

学
科
課
程
は

裁
縫
や
国
語
に

相
当
の

時
間
を
割
き
、

外
国
語
や
数
学
の

時
間
が
少
な
い
。

し
か
し
同
校
で

は
、

各
府
県
の

女
学
校
が
こ

と
ご
と

く
英
語
を
随
意
課
目
と
し
て
い

た
の

に

対
し
、

英
語
を
必
修
と
し
、

英
会
話
を
外
人
教
師
が
担
当
し
た
。

ま
た
全
国
の

女
学
校
に

さ
き
が
け
て

制
服

を
定
め
、

洋
服
ま
た
は
短
袖
着
袴
の

服
制
を
、

開
校
の

と
き
か
ら
実
施
し
た
。

も
っ

と
も
当
時
は
、

洋
服
の

生
徒
が
少
な
く
、

大
多
数
が
学
校
の

定

め
た
短
袖
と
、

海
老
茶
の

袴
を
着
用
し
た
の

で

あ
っ

た
。

一

九
〇
二
（
明
治
三
十
五

）
年
四
月
に

は
、

同
校
内
に

小
学
校
教
員
講
習
科
が
設
置
さ
れ
、

こ

れ
を
母
体
と

し
て
一

九
〇
七
年
四
月
に

は
神
奈
川

県
女
子
師
範
学
校
が
創
設
さ
れ
た
。

同
校
は
「
神
奈
川
県
内
小
学
校
ノ

女
教
員
ヲ

養
成
ス

ル

所
」
と
し
て

設
け
ら
れ
、

県
立
高
女
に

併
置
さ
れ
て
、

一

九
〇
七
年
五
月
五
日
に

開
校
式
を
挙
行
し
た
。

軍
港
都
市
の

横
須
賀
で

も
、

軍
人
子
女
の

教
育
の

た
め
、

女
学
校
設
立
の

要
望
が
強
く
、

海
軍
当
局
か
ら
も
要
請
が
あ
っ

た
。

し
か
し
県
立
の

女
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